
清津川・魚野川流域水環境検討協議会
実務担当者会議

令和８年２月１７日（火）
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次第

１．令和７年度の活動実績について

２．各機関の取り組み

３．令和８年度の活動計画について（案）
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１．令和７年度の活動実績について
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１．令和７年度の活動実績について

実務担当者会議における検討事項

(１) 両河川の流況データの取りまとめ、分析

・流況からのアプローチ
・将来的な気候変動の影響について

(２) 抜本的解決策の実現に向けた課題解決策の検討

・現地調査（R7.11.19実施）

(３) 協議会の在り方について検討

令和５年度以降は必要に応じて開催することとして第24回清津川・魚野川
流域水環境検討協議会で整理。その他、検討すべき事項が発生した場合はそ
の都度調整。
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流況からのアプローチ

令和６年の流況

将来的な気候変動の影響について

（１）両河川の流況データの取りまとめ、分析
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流況からのアプローチ
～令和６年の流況分析～
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R6降水量と平年値との差の比較

R6－平年値
津南雨量観測

R6の年降水量の状況（津南）

平年値はS51～H16の平均値

年
降水量
（㎜）

H17 2,496
H18 2,205
H19 1,723
H20 1,716
H21 1,514
H22 1,948
H23 2,446
H24 2,119
H25 2,404
H26 2,047
H27 1,798
H28 1,858
H29 2,290
H30 1,681
R1 2,169
R2 2,077
R3 1,959
R4 1,968
R5 1,923
R6 2,173

平年値 1,870

・R6の降水量と平均値（S51～H16 29年間）との差を比較すると、年間
の降水量では平均値を上回っている。

・降水量の平年差は19/36旬において平均値を上回ったが、特に７月中旬と
１２月下旬で平均値を大きく上回っている。

・７月中旬は梅雨前線、１２月下旬は寒波と冬型気圧配置による影響を受けた
ことが考えられる。
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の
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m
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R6降水量と平年値との差の比較

R6－平年値

湯沢雨量観測湯沢雨量観測湯沢雨量観測

平年値はS51～H16の平均値

R6の年降水量の状況（湯沢）

・R6の降水量と平均値（S51～H16 29年間）との差を比較すると、年間
の降水量では平均値を上回っている。

・降水量の平年差は17/36旬において平均値を上回ったが、特に１２月下旬
で平均値を大きく上回っている。

・１２月下旬は寒波と冬型気圧配置による影響を受けたことが考えられる。

年
降水量
（㎜）

H17 3,123

H18 2,457

H19 2,157

H20 2,394

H21 1,903

H22 2,358

H23 2,428

H24 2,297

H25 2,687

H26 2,605

H27 2,286

H28 2,014

H29 2,912

H30 2,111

R1 2,525

R2 2,249

R3 2,129

R4 2,339

R5 2,074

R6 2,375

平年値 2,181
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流量観測箇所について

魚野川

信濃川

清津峡

魚野川取水堰

湯沢第二測水所

清津第一測水所

十日町市

湯沢町

清津川

カッサ川

三俣取水堰水無川

浅貝川取水堰

カッサ川堰

清津川取水堰

浅貝川

南魚沼市

石打発電所

魚野川幹線用水

桔梗ヶ原頭首工

清津川右岸段丘

西部開田幹線水路取入門

外ノ川

足尾沢

登川

三国川

CA=164.06km2

石打地点

CA=157.60km2

清津川発電所

魚
野
川

魚野川
：石打放流口地点

清津川
：清津第一測水所地点

清
津
川

湯沢第一測水所

清津第二測水所

湯沢発電所

●湯沢第二測水所
H25.9の出水に伴う観測機器の故障により令和3年1月まで欠測
（六日町観測所流量から補完）
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取水制限流量及び暫定流量の変更経緯

変更量まとめ⑤暫定放流量
第19回協議会

（H29.7.20）

④暫定放流量
第15回協議会
（H26.10.27）

③取水制限流量
第11回協議会

（H23.1.31）

②取水制限流量
第9回協議会

（H22.2.2）

①取水制限流量
第1回協議会
（H17.7.14） ⑤—①⑤－④④－③③－②②－①

1.133m3/s1.0331.467
1/1～
1/23

-0.434
1/1～
2/28

0.1000.434
1/1～
2/28

-0.334
1/1～
2/28

0.334
1/1～
2/28

0.644m3/s0.544
0.978

1/24～
2/28

0.441m3/s0.341
3/1～
3/7

-0.637
3/1～
4/30

0.1000.637
3/1～
4/30

-0.537
3/1～
4/30

0.537
3/1～
5/9

0.930m3/s0.8301.467
3/8～
3/28

2.463m3/s2.3633.000
3/29～
4/30

0.046m3/s-0.583
5/1～
5/9

-0.583
5/1～
5/9

0.0240.583
5/1～
5/9

0.0220.559
5/1～
5/9

0.033m3/s-1.083
5/10～
5/23

-1.083
5/10～
5/23

0.0111.083
5/10～
5/23

0.0221.072
5/10～
5/23

1.050
5/10～
5/23

0.106m3/s-1.162
5/24～

6/1
-1.162

5/24～
6/1

0.0841.162
5/24～

6/1
0.0221.078

5/24～
6/1

1.056
5/24～

6/1

0.106m3/s-1.006
6/2～
6/30

-1.006
6/2～
6/30

0.0841.006
6/2～
6/30

0.0220.922
6/2～
6/30

0.900
6/2～
6/30

0.198m3/s-0.869
7/1～
8/31

-0.869
7/1～
8/31

0.1760.869
7/1～
8/31

0.0220.693
7/1～
8/31

0.671
7/1～
8/31

0.005m3/s-0.995
9/1～
9/10

-0.995
9/1～
9/10

0.0730.995
9/1～
9/10

0.0220.922
9/1～
9/10

0.900
9/1～
9/10

0.122m3/s-0.659
9/11～
9/30

-0.659
9/11～
9/30

0.1000.659
9/11～
9/30

0.0220.559
9/11～
9/30

0.537
9/11～
10/31

0.441m3/s-0.978
10/1～
10/19

0.341

0.978

10/1～
10/15

0.1000.637
10/1～
10/15

-0.537
10/1～
10/31

-
10/16～
10/31

0.441
0.978

10/16～
10/31 0.930m3/s0.489

1.467

10/20～
10/31

1.133m3/s-
11/1～
11/15

0.4891.467
11/1～
11/15

0.644
11/1～
11/15

-0.334
11/1～
12/31

0.334
11/1～
12/31

1.133m3/s1.033
11/16～
12/31

-0.434
11/16～
12/31

0.1000.434
11/16～
12/31

0.719m3/s
0.533
m3/s

1.283
m3/s

年平均
0.034
m3/s

0.750
m3/s

年平均
0.142
m3/s

0.716
m3/s

年平均
0.010
m3/s

0.574
m3/s

年平均
0.564
m3/s

年平均

H17.7から試験放流が開始され、その後４度の増量が行われ現在に至る。

現在の試験放流量
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清津川 R6旬別流量（現況流量）と平年値との比較

清津川現況流量:
清津第１

平年値(現況流量):
S45～H16の平均値

平年値(降水量):
S51～H16の平均値

上
旬

下
旬

中
旬

下
旬

上
旬

清津川の現況流量は平年より減少傾向であった。特筆すべき点は以下の通り。
４月上旬は平均値を上回ったが、４月下旬～６月下旬は下回った。

⇒ 暖冬により融雪時期が平年より１ヶ月程度早まったこと、４月～６月は冬期の小雪が
要因と考えられる。

７月中旬は平均値を上回った。
⇒ 降水量が多くなっている影響が考えられる。

中
旬

中
旬

下
旬

上
旬
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清津川 R6旬別流量（自然流量）と平年値との比較

清津川自然流量:
清津第１ +清津第２

平年値(自然流量):
S45～H16の平均値

平年値(降水量):
S51～H16の平均値

清津川の現況流量は平年より減少傾向であった。特筆すべき点は以下の通り。
４月上旬は平均値を上回ったが、４月下旬～６月下旬は下回った。

⇒ 暖冬の影響により融雪時期が平年より１ヶ月程度早まったことが要因と考えられる。
７月中旬は平均値を上回った。

⇒ 降水量が多くなっている影響が考えられる。

上
旬

下
旬

中
旬

下
旬

上
旬

中
旬

中
旬

下
旬

上
旬
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魚野川 R6旬別流量（現況流量）と平年値との比較

魚野川現況流量:
湯沢第１+湯沢第２

平年値(現況流量):
S57～H16の平均値

平年値(降水量):
S51～H16の平均値

H25.9の出水に伴う観測機器
の故障により令和3年1月まで
湯沢第2測水所が欠測
（湯沢第２測水所の流量は、
六日町観測所流量から補完）

魚野川の現況流量は、年間を通して平年よりも減少傾向であった。特筆すべき点は以下の通り。
４月中旬～６月下旬にかけて平年値を下回った。

⇒４月～６月は冬期の少雪が影響したと考えられる。

下
旬

中
旬

下
旬

中
旬

上
旬

上
旬

中
旬

下
旬
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魚野川 R6旬別流量（自然流量）と平年値との比較

魚野川自然流量:
湯沢第１+湯沢第２
-清津第２

平年値(自然流量):
S57～H16の平均値

平年値(降水量):
S51～H16の平均値

H25.9の出水に伴う観測機器
の故障により令和3年1月まで
湯沢第2測水所が欠測
（湯沢第２測水所の流量は、
六日町観測所流量から補完）

下
旬

中
旬

下
旬

中
旬

上
旬

上
旬

魚野川の自然流量は、年間を通して平年よりも減少傾向であった。特筆すべき点は以下の通り。
４月中旬～６月下旬にかけて平年値を下回った。

⇒４月～６月は冬期の少雪が影響したと考えられる。

中
旬

下
旬

上
旬
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m3/s, m3/s,
〈7.87 m

3
/s〉, 《 8.56 m

3
/s》 〈5.58 m

3
/s〉, 《 6.09 m

3
/s》,

    H23 ： 8.78 m
3
/s (↑)     H23 ： 5.79 m

3
/s (↑)

    H24 ： 7.56 m3/s (↑)     H24 ： 5.84 m3/s (↑)
    H25 ： 8.19 m

3
/s (↑)     H25 ： 6.09 m

3
/s (↑)

    H26 ： 7.87 m
3
/s (↑)     H26 ： 5.10 m

3
/s (↓)

    H27 ： 8.76 m3/s (↑)     H27 ： 6.13 m3/s (↑)
    H28 ： 8.95 m

3
/s (↑)     H28 ： 7.14 m

3
/s (↑)

    H29 ： 10.65 m
3
/s (↑)     H29 ： 7.38 m

3
/s (↑)

    H30 ： 8.17 m
3
/s (↑)     H30 ： 5.75 m

3
/s (↑)

    R1 ： 9.12 m3/s (↑)     R1 ： 5.73 m3/s (↑)
    R2 ： 8.13 m

3
/s (↑)     R2 ： 6.39 m

3
/s (↑)

    R3 ： 8.88 m
3
/s (↑)     R3 ： 4.21 m

3
/s (↓)

    R4 ： 8.91 m3/s (↑)     R4 ： 5.84 m3/s (↑)
    R5 ： 7.91 m

3
/s (↑)     R5 ： 6.37 m

3
/s (↑)

    R6 ： 9.17 m
3
/s (↑)     R6 ： 7.34 m

3
/s (↑)

m3/s, 　年総流出量
〈5.01 m

3
/s〉, 《 5.35 m

3
/s》 m

3
,

〈 521 百万m
3
〉, 《 540 百万m

3
》

    H23 ： 5.33 m3/s (↑)     H23 ： 709 百万m3 (↑)
    H24 ： 5.56 m

3
/s (↑)     H24 ： 601 百万m

3
(↑)

    H25 ： 5.46 m3/s (↑)     H25 ： 611 百万m3 (↑)
    H26 ： 2.63 m3/s (↓)     H26 ： 491 百万m3 (↓)
    H27 ： 5.50 m

3
/s (↑)     H27 ： 536 百万m

3
(↑)

    H28 ： 6.24 m3/s (↑)     H28 ： 394 百万m3 (↓)
    H29 ： 6.96 m

3
/s (↑)     H29 ： 678 百万m

3
(↑)

    H30 ： 5.09 m
3
/s (↑)     H30 ： 511 百万m

3
(→)

    R1 ： 4.41 m3/s (↓)     R1 ： 624 百万m3 (↑)
    R2 ： 5.20 m

3
/s (↑)     R2 ： 531 百万m

3
(↑)

    R3 ： 3.61 m
3
/s (↓)     R3 ： 520 百万m

3
(↑)

    R4 ： 5.43 m
3
/s (↑)     R4 ： 555 百万m

3
(↑)

    R5 ： 6.00 m3/s (↑)     R5 ： 464 百万m3 (↓)
    R6 ： 6.34 m

3
/s (↑)     R6 ： 464 百万m

3
(↓)

　最小流量 ： 平年値　4.83
　　 　平均値 ：　 511 百万

清津川自然流量
　低水流量 ： 平年値　7.5 　渇水流量 ： 平年値　5.31

m3/s, m3/s,
〈3.3 m

3
/s〉, 《 4.82 m

3
/s》 〈2.19 m

3
/s〉, 《 3.34 m

3
/s》

    H23 ： 3.99 m
3
/s (↑)     H23 ： 2.57 m

3
/s (↑)

    H24 ： 3.83 m3/s (↑)     H24 ： 2.66 m3/s (↑)
    H25 ： 3.70 m3/s (↑)     H25 ： 2.64 m3/s (↑)
    H26 ： 3.27 m

3
/s (↑)     H26 ： 1.68 m

3
/s (↑)

    H27 ： 7.41 m
3
/s (↑)     H27 ： 5.28 m

3
/s (↑)

    H28 ： 6.26 m3/s (↑)     H28 ： 4.97 m3/s (↑)
    H29 ： 7.52 m

3
/s (↑)     H29 ： 5.29 m

3
/s (↑)

    H30 ： 5.91 m
3
/s (↑)     H30 ： 4.07 m

3
/s (↑)

    R1 ： 6.08 m
3
/s (↑)     R1 ： 4.39 m

3
/s (↑)

    R2 ： 4.21 m3/s (↑)     R2 ： 3.00 m3/s (↑)
    R3 ： 5.24 m

3
/s (↑)     R3 ： 2.37 m

3
/s (↑)

    R4 ： 5.71 m
3
/s (↑)     R4 ： 3.84 m

3
/s (↑)

    R5 ： 4.83 m3/s (↑)     R5 ： 3.20 m3/s (↑)
    R6 ： 5.20 m3/s (↑)     R6 ： 3.78 m3/s (↑)

m
3
/s, 　年総流出量

〈1.86 m3/s〉, 《 2.81 m3/s》 m3,
〈 366 百万m

3
〉, 《 407 百万m

3
》

    H23 ： 2.49 m
3
/s (↑)     H23 ： 547 百万m

3
(↑)

    H24 ： 2.10 m
3
/s (↑)     H24 ： 455 百万m

3
(↑)

    H25 ： 1.38 m
3
/s (↑)     H25 ： 455 百万m

3
(↑)

    H26 ： 1.27 m
3
/s (↓)     H26 ： 335 百万m

3
(↓)

    H27 ： 3.54 m
3
/s (↑)     H27 ： 500 百万m

3
(↑)

    H28 ： 4.37 m
3
/s (↑)     H28 ： 293 百万m

3
(↓)

    H29 ： 5.05 m
3
/s (↑)     H29 ： 564 百万m

3
(↑)

    H30 ： 3.63 m
3
/s (↑)     H30 ： 419 百万m

3
(↑)

    R1 ： 3.33 m3/s (↑)     R1 ： 523 百万m3 (↑)
    R2 ： 2.60 m

3
/s (↑)     R2 ： 386 百万m

3
(↑)

    R3 ： 1.79 m
3
/s (↑)     R3 ： 375 百万m

3
(↑)

    R4 ： 2.96 m3/s (↑)     R4 ： 416 百万m3 (↑)
    R5 ： 2.82 m3/s (↑)     R5 ： 328 百万m3 (↓)
    R6 ： 3.22 m

3
/s (↑)     R6 ： 315 百万m

3
(↓)

　　 　平均値 ：　 344 百万
　最小流量 ： 平年値　1.34

清津川現況流量
　低水流量 ： 平年値　2.47 　渇水流量 ： 平年値　1.57

※取水量から整理・計算しているもの
m3/s, m3/s,

〈4.28 m
3
/s〉, 《 3.31 m

3
/s》 〈2.24 m

3
/s〉, 《 1.77 m

3
/s》

    H23 ： 4.60 m
3
/s (↓)     H23 ： 3.13 m

3
/s (↑)

    H24 ： 3.74 m3/s (↓)     H24 ： 2.48 m3/s (↑)
    H25 ： 4.25 m3/s (↓)     H25 ： 2.88 m3/s (↑)
    H26 ： 4.16 m

3
/s (↓)     H26 ： 2.60 m

3
/s (↑)

    H27 ： 0.00 m
3
/s (↓)     H27 ： 0.00 m

3
/s (↓)

    H28 ： 2.57 m3/s (↓)     H28 ： 0.81 m3/s (↓)
    H29 ： 2.33 m

3
/s (↓)     H29 ： 0.00 m

3
/s (↓)

    H30 ： 1.67 m
3
/s (↓)     H30 ： 0.00 m

3
/s (↓)

    R1 ： 1.64 m
3
/s (↓)     R1 ： 0.67 m

3
/s (↓)

    R2 ： 3.47 m3/s (↓)     R2 ： 1.67 m3/s (↓)
    R3 ： 3.51 m

3
/s (↓)     R3 ： 1.14 m

3
/s (↓)

    R4 ： 2.52 m
3
/s (↓)     R4 ： 1.14 m

3
/s (↓)

    R5 ： 3.00 m3/s (↓)     R5 ： 1.47 m3/s (↓)
    R6 ： 3.96 m3/s (↓)     R6 ： 2.95 m3/s (↑)

m
3
/s, 　年総流出量※

〈2.24 m3/s〉, 《 0.74 m3/s》 m3,
〈155 百万m

3
〉, 《 132 百万m

3
》

    H23 ： 2.76 m
3
/s (↑)     H23 ： 162 百万m

3
(↓)

    H24 ： 0.00 m
3
/s (↓)     H24 ： 146 百万m

3
(↓)

    H25 ： 0.00 m
3
/s (↓)     H25 ： 157 百万m

3
(↓)

    H26 ： 0.00 m
3
/s (↓)     H26 ： 156 百万m

3
(↓)

    H27 ： 0.00 m
3
/s (↓)     H27 ： 36 百万m

3
(↓)

    H28 ： 0.00 m
3
/s (↓)     H28 ： 100 百万m

3
(↓)

    H29 ： 0.00 m
3
/s (↓)     H29 ： 114 百万m

3
(↓)

    H30 ： 0.00 m
3
/s (↓)     H30 ： 92 百万m

3
(↓)

    R1 ： 0.00 m3/s (↓)     R1 ： 100 百万m3 (↓)
    R2 ： 1.02 m

3
/s (↑)     R2 ： 145 百万m

3
(↓)

    R3 ： 0.99 m
3
/s (↑)     R3 ： 144 百万m

3
(↓)

    R4 ： 0.00 m3/s (↓)     R4 ： 136 百万m3 (↓)
    R5 ： 1.17 m3/s (↑)     R5 ： 133 百万m3 (↓)
    R6 ： 0.74 m

3
/s (↑)     R6 ： 149 百万m

3
(↓)

湯沢発電所取水量
　低水流量※ ： 平年値　4.74 　渇水流量※ ： 平年値　2.47

　最小流量※ ： 平年値　0.71
　　 　平均値 ：　 166 百万

清津川 低水流量、渇水流量、最小流量、年総流出量

清
津
川

湯沢発電所

清津第２

清津第１

清津川発電所
三俣取水堰

浅
貝
川

【凡例】
↑：平年値より大きい
↓：平年値より小さい
→：平年値と同じ
平年値＝S45からH16までの平均値
〈〉…H18～R6を含む平均値
《》… H18～R6の平均値

試験放流前後の流量比較

：湯沢発電所事故影響期間

※両河川の観測開始以降の
年総流出量及び渇水流量
の推移は別途整理
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m3/s, m3/s,
〈5.69 m

3
/s〉, 《 5.57 m

3
/s》 〈3.11 m

3
/s〉, 《 2.94 m

3
/s》

    H23 ： 6.50 m
3
/s (↑)     H23 ： 2.50 m

3
/s (↓)

    H24 ： 4.31 m3/s (↓)     H24 ： 2.52 m3/s (↓)
    H25 ： 5.13 m3/s (↓)     H25 ： 2.59 m3/s (↓)
    H26 ： 5.09 m

3
/s (↓)     H26 ： 2.50 m

3
/s (↓)

    H27 ： 6.36 m
3
/s (↑)     H27 ： 3.57 m

3
/s (↑)

    H28 ： 4.70 m3/s (↓)     H28 ： 1.44 m3/s (↓)
    H29 ： 7.23 m

3
/s (↑)     H29 ： 4.46 m

3
/s (↑)

    H30 ： 5.28 m
3
/s (↓)     H30 ： 2.19 m

3
/s (↓)

    R1 ： 8.44 m
3
/s (↑)     R1 ： 4.63 m

3
/s (↑)

    R2 ： 4.85 m3/s (↓)     R2 ： 1.27 m3/s (↓)
    R3 ： 4.83 m

3
/s (↓)     R3 ： 2.67 m

3
/s (↓)

    R4 ： 5.19 m
3
/s (↓)     R4 ： 3.40 m

3
/s (↑)

    R5 ： 4.26 m3/s (↓)     R5 ： 2.74 m3/s (↓)
    R6 ： 5.91 m3/s (↑)     R6 ： 3.34 m3/s (↑)

m
3
/s, 　年総流出量

〈2.08 m3/s〉, 《 2.01 m3/s》 m3,
〈 422 百万m

3
〉, 《 424 百万m

3
》

    H23 ： 1.76 m
3
/s (↓)     H23 ： 518 百万m

3
(↑)

    H24 ： 1.96 m
3
/s (↓)     H24 ： 422 百万m

3
(↑)

    H25 ： 1.56 m
3
/s (↓)     H25 ： 474 百万m

3
(↑)

    H26 ： 0.32 m
3
/s (↓)     H26 ： 495 百万m

3
(↑)

    H27 ： 2.86 m
3
/s (↑)     H27 ： 534 百万m

3
(↑)

    H28 ： 0.94 m
3
/s (↓)     H28 ： 305 百万m

3
(↓)

    H29 ： 2.87 m
3
/s (↑)     H29 ： 519 百万m

3
(↑)

    H30 ： 1.63 m
3
/s (↓)     H30 ： 397 百万m

3
(↓)

    R1 ： 2.88 m3/s (↑)     R1 ： 486 百万m3 (↑)
    R2 ： 0.00 m

3
/s (↓)     R2 ： 395 百万m

3
(↓)

    R3 ： 2.15 m
3
/s (↑)     R3 ： 413 百万m

3
(↓)

    R4 ： 2.92 m3/s (↑)     R4 ： 413 百万m3 (↓)
    R5 ： 2.22 m3/s (↑)     R5 ： 255 百万m3 (↓)
    R6 ： 2.12 m

3
/s (↓)     R6 ： 319 百万m

3
(↓)

魚野川自然流量
　低水流量 ： 平年値　5.78 　渇水流量 ： 平年値　3.26

　最小流量 ： 平年値　2.15
　　 　平均値 ：　 420 百万

魚野川現況流量（放流口）
m3/s, m3/s,

〈10.11 m
3
/s〉, 《 9.54 m

3
/s》 〈6.31 m

3
/s〉, 《 5.58 m

3
/s》

    H23 ： 11.50 m
3
/s (↑)     H23 ： 5.67 m

3
/s (↓)

    H24 ： 8.64 m3/s (↓)     H24 ： 5.67 m3/s (↓)
    H25 ： 9.71 m3/s (↓)     H25 ： 6.30 m3/s (↓)
    H26 ： 10.16 m

3
/s (↓)     H26 ： 6.02 m

3
/s (↓)

    H27 ： 7.98 m
3
/s (↓)     H27 ： 4.52 m

3
/s (↓)

    H28 ： 7.43 m3/s (↓)     H28 ： 4.30 m3/s (↓)
    H29 ： 11.03 m

3
/s (↑)     H29 ： 6.73 m

3
/s (↓)

    H30 ： 8.05 m
3
/s (↓)     H30 ： 4.76 m

3
/s (↓)

    R1 ： 11.37 m
3
/s (↑)     R1 ： 5.75 m

3
/s (↓)

    R2 ： 9.38 m3/s (↓)     R2 ： 4.84 m3/s (↓)
    R3 ： 8.76 m

3
/s (↓)     R3 ： 5.72 m

3
/s (↓)

    R4 ： 8.07 m
3
/s (↓)     R4 ： 4.84 m

3
/s (↓)

    R5 ： 7.71 m3/s (↓)     R5 ： 5.01 m3/s (↓)
    R6 ： 10.11 m3/s (↓)     R6 ： 6.62 m3/s (↓)

m
3
/s, 　年総流出量

〈4.98 m3/s〉, 《 4.32 m3/s》, m3,
〈 573 百万m

3
〉, 《 557 百万m

3
》

    H23 ： 4.60 m
3
/s (↓)     H23 ： 680 百万m

3
(↑)

    H24 ： 5.05 m
3
/s (↓)     H24 ： 568 百万m

3
(↓)

    H25 ： 4.65 m
3
/s (↓)     H25 ： 630 百万m

3
(↑)

    H26 ： 4.19 m
3
/s (↓)     H26 ： 651 百万m

3
(↑)

    H27 ： 3.18 m
3
/s (↓)     H27 ： 570 百万m

3
(↓)

    H28 ： 3.41 m
3
/s (↓)     H28 ： 406 百万m

3
(↓)

    H29 ： 4.54 m
3
/s (↓)     H29 ： 633 百万m

3
(↑)

    H30 ： 4.12 m
3
/s (↓)     H30 ： 492 百万m

3
(↓)

    R1 ： 3.96 m3/s (↓)     R1 ： 587 百万m3 (↑)
    R2 ： 3.12 m

3
/s (↓)     R2 ： 541 百万m

3
(↓)

    R3 ： 4.07 m
3
/s (↓)     R3 ： 558 百万m

3
(↓)

    R4 ： 4.42 m3/s (↓)     R4 ： 549 百万m3 (↓)
    R5 ： 4.10 m3/s (↓)     R5 ： 388 百万m3 (↓)
    R6 ： 5.27 m

3
/s (↓)     R6 ： 470 百万m

3
(↓)

　低水流量 ： 平年値　10.59 　渇水流量 ： 平年値　6.9

　最小流量 ： 平年値　5.53
　　 　平均値 ：　 586 百万

魚野川現況流量（坂戸橋地点）
m3/s, m3/s,

〈20.84 m
3
/s〉, 《 21.4 m

3
/s》 〈12.88 m

3
/s〉, 《 12.81 m

3
/s》

    H23 ： 25.25 m
3
/s (↑)     H23 ： 12.49 m

3
/s (↓)

    H24 ： 17.60 m3/s (↓)     H24 ： 9.73 m3/s (↓)
    H25 ： 22.94 m3/s (↑)     H25 ： 12.57 m3/s (↓)
    H26 ： 21.86 m

3
/s (↑)     H26 ： 13.18 m

3
/s (↑)

    H27 ： 17.24 m
3
/s (↓)     H27 ： 10.03 m

3
/s (↓)

    H28 ： 16.14 m3/s (↓)     H28 ： 9.56 m3/s (↓)
    H29 ： 23.33 m

3
/s (↑)     H29 ： 14.29 m

3
/s (↑)

    H30 ： 17.44 m
3
/s (↓)     H30 ： 10.53 m

3
/s (↓)

    R1 ： 24.25 m
3
/s (↑)     R1 ： 12.61 m

3
/s (↓)

    R2 ： 20.37 m3/s (↓)     R2 ： 10.70 m3/s (↓)
    R3 ： 40.20 m

3
/s (↑)     R3 ： 30.30 m

3
/s (↑)

    R4 ： 18.06 m
3
/s (↓)     R4 ： 9.45 m

3
/s (↓)

    R5 ： 19.64 m3/s (↓)     R5 ： 13.64 m3/s (↑)
    R6 ： 19.64 m3/s (↓)     R6 ： 13.64 m3/s (↑)

m
3
/s, 　年総流出量

〈8.59 m3/s〉, 《 8.78 m3/s》 m3,
〈 1158 百万m

3
〉, 《 1183 百万m

3
》

    H23 ： 5.09 m
3
/s (↓)     H23 ： 1406 百万m

3
(↑)

    H24 ： 5.40 m
3
/s (↓)     H24 ： 1247 百万m

3
(↑)

    H25 ： 3.35 m
3
/s (↓)     H25 ： 1297 百万m

3
(↑)

    H26 ： 7.96 m
3
/s (↓)     H26 ： 1344 百万m

3
(↑)

    H27 ： 6.12 m
3
/s (↓)     H27 ： 1178 百万m

3
(↑)

    H28 ： 5.96 m
3
/s (↓)     H28 ： 861 百万m

3
(↓)

    H29 ： 9.92 m
3
/s (↑)     H29 ： 1297 百万m

3
(↑)

    H30 ： 9.18 m
3
/s (↑)     H30 ： 1031 百万m

3
(↓)

    R1 ： 8.83 m3/s (↑)     R1 ： 1224 百万m3 (↑)
    R2 ： 5.05 m

3
/s (↓)     R2 ： 1136 百万m

3
(↓)

    R3 ： 28.30 m
3
/s (↑)     R3 ： 1763 百万m

3
(↑)

    R4 ： 4.71 m3/s (↓)     R4 ： 1154 百万m3 (↑)
    R5 ： 12.31 m3/s (↑)     R5 ： 1031 百万m3 (↓)
    R6 ： 12.31 m

3
/s (↑)     R6 ： 1031 百万m

3
(↓)

　低水流量 ： 平年値　20.47 　渇水流量 ： 平年値　12.93

　最小流量 ： 平年値　8.46
　　 　平均値 ：　 1142 百万

魚野川 低水流量、渇水流量、最小流量、年総流出量

清津第２

登川

湯沢第２

魚
野
川

六日町

湯沢第１

石打発電所

魚野川取水堰

湯沢発電所

【凡例】
↑：平年値より大きい
↓：平年値より小さい
→：平年値と同じ
平年値＝S57からH16までの平均値
〈〉…H18～R6を含む平均値
《》… H18～R6の平均値

試験放流前後の流量比較

：湯沢発電所事故影響期間

※両河川の観測開始以降の
年総流出量及び渇水流量
の推移は別途整理

H25.9の出水に伴う観測機器の故障により令和3年1月まで湯沢第2測水所が欠測（湯沢第２測水所の流量は、六日町観測所流量から補完）
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1.0m3/s程度
① 1.7m3/s程度

A試験放流前の渇水流量の平年値（S45～H16）：1.57m3/s

C試験放流後の渇水流量の平均値（湯沢発
電所事故前；H18～H26 ）：2.58m3/s

B試験放流後の渇水流量の平均値
（H18～R6）：3.23m3/s※1,2

2.1m3/s程度

清津川（m3/s）

③

②

湯沢発電所復旧
R1.10.28

湯沢発電所事故発生
H27.1.10

D試験放流後の渇水流量の平均値（湯沢発電
所事故期間中；H28～R1）：4.68m3/s※1,2

E試験放流後の渇水流量の平均値（湯沢発電
所復旧後；R2～R6）：3.24m3/s※1,2

④

試験放流開始以降の渇水流量の変化
• 平成18年以降、渇水流量の平年値（H18～R6）は、試験放流前の平年値と比べて、清津川は1.7m3/s程度増加し、

魚野川は1.3m3/s程度減少している。⇒①（AとBの比較）
• 湯沢発電所事故以前に着目すると、渇水流量の平年値（H18～H26）は、試験放流前の平年値と比べて、清津川は

1.0m3/s程度増加し、魚野川は1.0m3/s程度減少している。⇒②（AとCの比較）
• 湯沢発電所事故期間中に着目すると、渇水流量の平年値（H28～R1）は、事故以前の平年値（H18～H26）と比べ

て、清津川は2.1m3/s程度増加し、魚野川は0.6m3/s程度減少している。⇒③（CとDの比較）
• 湯沢発電所復旧後の渇水流量の平年値（R2～R6）は、事故以前の平年値（H18～H26）と比べて、清津川は

0.7m3/s程度増加し、魚野川は0.5m3/s程度減少となった。⇒④（CとEの比較）

※1：湯沢発電所事故期間
の渇水流量の平年値につい
て、H27.1の事故以降、6
月下旬までは清津川からの
取水が行われていないこと
から、平年値に含めていな
い。

※2：清津川のR1の渇水流
量は、発電所復旧後に生起
しており、湯沢発電所事故
期間（事故～復旧）の平均
値は以下のとおりである。
H28～H30：4.78m3/s1.0m3/s程度

1.3m3/s程度

A試験放流前の渇水流量の平年値（S57～H16）：6.90m3/s

D試験放流後の渇水流量の平均値（湯沢発電
所事故期間中；H28～R1）：5.34m3/s※1

C試験放流後の渇水流量の平均値（湯沢発
電所事故前；H18～H26 ）：5.89m3/s

B試験放流後の渇水流量の平均値
（H18～R6）：5.63m3/s※1

0.6m3/s程度

魚野川
（m3/s）

①
③

②

E試験放流後の渇水流量の平均値（湯沢発電
所復旧後；R2～R6）：5.41m3/s※1

④
0.5m3/s程度

0.7m3/s程度
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流況からのアプローチまとめ

令和６年の清津川、魚野川の流況からのアプローチに関する

結果は以下のとおりである。

【清津川】
河川流量は、ピークは４月上旬～中旬で平年に比べ１カ月程度早まった。これは、
融雪時期が平年よりも早まったことが要因と考えられる。

ピーク時の現況流量は平年に比べ８割程度減少した。これは冬期間の少雪が影響
したと考えられる。

現況流量の低水流量、渇水流量、最小流量は試験放流前の平年値を上回ったが、
年総流出量は下回った。

【魚野川】
河川流量は、ピークが４月上旬で平年に比べ１カ月程度早まった。これは、融雪
時期が平年よりも早まったことが要因と考えられる。

ピーク時の現況流量は平年に比べ８割程度減少した。これは冬期間の少雪が影響
したと考えられる。

現況流量の低水流量、渇水流量、最小流量、年総流出量は、試験放流前の平年値
を下回った。 18



将来的な気候変動の影響について

19



将来的な気候変動の影響について

⑴協議会のこれまでの取組
平成17年の協議会設置以降、両流域の調和のために関係者で議論を
してきた。
第19回協議会(H29.7)で合意された試験放流量について、5年間にわ
たる河川調査および地下水位調査により評価した結果、魚野川へ顕
著な影響を及ぼすものではないと考えられる。

⑵地球温暖化に伴う気候変動による渇水等への影響
気候変動により水害は頻発化・激甚化。
将来的には渇水等への影響も考えられる。

引き続き両流域のことを考えていくにあたり、
長期的な視点に立ち、将来的な気候変動の影響について整理する
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将来的な気候変動の影響について

①これまでの流況変化（年総流出量）
年降水量が総流出量に影響を及ぼしていることが分かる。
両河川の年総流出量(自然流量)の経年的な変化を分析すると、近年は各年
のばらつきが大きく、極端に多い年と少ない年が出てきている。
清津川の年総流出量
（S45～R6）

魚野川の年総流出量
（S57～R6）
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②これまでの流況変化（渇水流量）
両河川の渇水流量(自然流量)の経年変化では顕著な変化は確認できない。
魚野川では、近年渇水流量の少ない年が見られる。
年降水量と渇水流量で明確な関連は見られない。
清津川の渇水流量
（S45～R6）

魚野川の渇水流量
（S57～R6）

将来的な気候変動の影響について
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③融雪時期の変化（平年値の比較）
融雪による流出量ピークの時期的変化を確認するため、試験放流前
の平年値(～H16)と試験放流後の平均値(H18～)を比較したところ、
顕著な変化は確認できなかった。

清津川の自然流量
（平年値の比較）

魚野川の自然流量
（平年値の比較）

将来的な気候変動の影響について
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④融雪時期の変化（近年の比較）
清津川のR5とR6、魚野川のR6はピーク時期が早まっているように見え
る。
近年ではピーク時期が早まっているように見えるが、R4は平年並みとな
っており、より長期的な視点での確認・整理をするため、今後も継続的
な観測が必要と考えられる。

清津川の自然流量
（近年の比較）

魚野川の自然流量
（近年の比較）

将来的な気候変動の影響について
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●まとめ

これまで蓄積した観測データから以下のことが考えられる。

両河川の自然流量について、現時点では地球温暖化に伴う気候変動による顕
著な影響は確認できないが、近年は年総流出量では極端に多い年や少ない年
が出てくるなど、傾向が変化していることがわかる。
融雪時期について、近年は早まっているようにも見えるが、年によって差が
大きい。
より長期的な視点での確認・整理が必要で、今後の観測が重要である。

両流域にとってインパクトのある事象が生じた(生じることが予想される)場合は、
速やかに関係者間で共有し、対応を検討していく。
現時点で地球温暖化に伴う気候変動による顕著な影響は確認できないが、将来的に
両河川の流況に影響を与える可能性は考えられる。
引き続き流況の分析を続け、気候変動による影響を注視していく必要がある。

将来的な気候変動の影響について
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（２）現地調査

②湯沢発電所
①湯沢取水ダム

③魚野川取水ダム

調査箇所

湯沢取水ダム①

湯沢発電所②

魚野川取水ダム③

石打発電所④

石打発電所放流口下流⑤

魚野川幹線用水⑥

清津第一測水所⑦

桔梗ヶ原頭首工⑧

西部開田幹線頭首工⑨

調査日：R7.11.19
参集者：南魚沼市、十日町市

新潟県(農地計画課、河川管理課)
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（２）現地調査

⑦清津第一測水所⑧桔梗ヶ原頭首工

調査日：R7.11.19
参集者：南魚沼市、十日町市

新潟県(農地計画課、
河川管理課)

調査箇所

湯沢取水ダム①

湯沢発電所②

魚野川取水ダム③

石打発電所④

石打発電所放流口下流⑤

魚野川幹線用水⑥

清津第一測水所⑦

桔梗ヶ原頭首工⑧

西部開田幹線頭首工⑨

④石打発電所

⑤石打発電所放流口下流

⑥魚野川幹線用水
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（２）現地調査

⑨西部開田幹線頭首工

調査箇所

湯沢取水ダム①

湯沢発電所②

魚野川取水ダム③

石打発電所④

石打発電所放流口下流⑤

魚野川幹線用水⑥

清津第一測水所⑦

桔梗ヶ原頭首工⑧

西部開田幹線頭首工⑨

調査日：R7.11.19
参集者：南魚沼市、十日町市

新潟県(農地計画課、河川管理課)
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２．各機関の取り組み



２．各機関の取り組み

取組内容機関名

・清津川及び魚野川の両流域における農業用水の状況について、情報
収集を実施。

・夏季の高温少雨により農業用水が渇水となった為、消雪パイプ、土
地改良区及び各地区の農業用井戸等活用を支援する渇水対策を実施。

・土地改良区による夏季の番水実施。

南魚沼市

・清津川流域の取水状況を把握するため東京電力の案内で取水施設、
湯沢発電所等の視察を行った。十日町市

・清津川流域の取水状況を把握するため取水施設、湯沢発電所等の視
察を行った。

新潟県
農地計画課

・清津川及び魚野川の両流域の流況の傾向を把握するため、既存の観
測所のデータを用いた流況分析を行った。

・現状把握のため、現地調査を実施した。

新潟県
河川管理課
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３．令和８年度の活動計画について（案）
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３．令和８年度の活動計画について（案）

実務担当者会議における検討事項

(１) 両河川の流況データの取りまとめ、分析

流況からのアプローチ等（令和５年度以降毎年）

(２) 抜本的解決策の実現に向けた課題解決策の検討

① 現地調査（令和５年度以降毎年）
② 土地改良区へのヒアリング（令和８年度～令和９年度）

(３) 協議会の在り方について検討

令和５年度以降は必要に応じて開催することとして第24回清津川・魚野川
流域水環境検討協議会で整理。その他、検討すべき事項が発生した場合はそ
の都度調整。
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(１)両河川の流況データの取りまとめ、分析

３．令和８年度の活動計画について（案）

・清津川及び魚野川の流況の動向を把握する。

目 的

〇第24回協議会（R5.2.10）まで水文調査研究チームが報告していた、「流況からのアプローチ」に相当
する調査を実施する。

〇降水量や流量観測所のデータを基に、魚野川及び清津川の流況の分析を行う。

内 容

■魚野川では、
湯沢第一測水所、湯沢第二測水所

■清津川では、
清津第一測水所、清津第二測水所

以上の４箇所で観測している。
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(２)抜本的解決策の実現に向けた課題解決策の検討（現地調査）

３．令和８年度の活動計画について（案）

・県及び各市担当者が、清津川・魚野川分水問題に関する理解を深める。
・現状を把握し、新たな問題点や抜本的解決策の実現に繋がるヒントを整理する。

目 的

内 容

調査箇所は今後決定する。

※調査に係る費用（旅費等）は、各機関において負担する。

【参考（R7調査箇所）】
選定理由調査箇所

分水の起点湯沢取水ダム①

発電所湯沢発電所②

石打発電所発電用水の取水魚野川取水ダム③

発電所石打発電所④

魚野川への放流点石打発電所放流口下流⑤

石打発電所放水路より取水魚野川幹線用水⑥

清津川の水位観測地点清津第一測水所⑦

清津川から取水、右岸段丘への用水桔梗ヶ原頭首工⑧

魚道改築の要望西部開田幹線頭首工⑨
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(３)土地改良区へのヒアリング

・抜本的解決策の実現に向けた課題解決策の検討を進めるため、試験放流の影響を受けている清津川
・魚野川流域の農業の現状を把握する。

・ヒアリングを通じて、両流域の将来的な方策を検討する。

目 的

対象土地改良区

住 所名 称

南魚沼市六日町949-6南魚沼土地改良区

十日町市上山己3122中里土地改良区

・令和７年夏の渇水の影響、対応状況及び今後の渇水への対策について
・自己水源の確保について
・現在の水利用について困っていること
・現在及び今後の節水対策について
・気候変動の影響の有無及び影響に伴う対応について etc

ヒアリング内容

※ 大和郷土地改良区、五城土地改良区については、R9年度にヒアリング実施予定。

３．令和８年度の活動計画について（案）
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３．令和８年度の活動計画について（案）


